
  

 

              
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
※ご使用になる前に、必ず表の空欄に必要事項をご記入ください。 

  修理・サービスの際に必要となり、お客様のお役に立ちます。 
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取 扱 方 法 について記 載 しています。 

ご使 用 前 に必 ずお読 みになり、十 分 に理 解 してからご使 用 ください。 

また、本 書 はすぐに確 認 出 来 る場 所 に大 切 に保 管 してください。 

オイルフリークローコンプレッサ 
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機械ユーザによる保護方策が必要な残留リスクマップ（略称：残留リスクマップ）  Rev. 1.0 

製品名：FRL-C 回転無給油式コンプレッサ 

2023 年 4 月 5 日 作成 

アネスト岩田株式会社 

 

※ 必ず取扱説明書をお読みになり、よく理解されてから本製品をご使用ください。本資料は取扱説明書の参

考資料であり、本資料の内容を理解しただけで本製品を使用しないでください。 

残留リスクは、以下の定義に従って分類し記載しています。 

・  危険： 

・  警告： 

・  注意： 

保護方策を実施しなかった場合に、人が死亡または重傷を負う可能性が高い内容 

保護方策を実施しなかった場合に、人が死亡または重傷を負う可能性がある内容 

保護方策を実施しなかった場合に、人が軽傷を負う可能性がある内容 

図中に示されている箇所の記号及び番号は、本製品の「残留リスク一覧」に記載されているものと一致して 

います。各々の残留リスクの詳細については、「残留リスク一覧」を参照してください。 

 

  

 

 

 

 

 

箇 

所 

A 

   危険 － 

   警告 No.3,4 

   注意 － 

 

 

 
 

箇 

所 

B 

   危険 － 

   警告 No.3,4,5 

   注意 No.9,10,11,12 

 

 

 
 

箇 

所 

A 

   危険 － 

   警告 － 

   注意 No.1,2,8,13 

 

 

 
 

機械上の箇所が特定されない残留リスク 
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箇 

所 

C 

   危険 － 

   警告 No.3 

   注意 No.8,9,10 
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機械ユーザによる保護方策が必要な残留リスク一覧（略称：残留リスク一覧）  Rev. 1.0 

製品名：FRL-C 回転無給油式コンプレッサ 

2023 年 4 月 5 日 作成 

アネスト岩田株式会社 

 

※ 必ず取扱説明書をお読みになり、よく理解されてから本製品をご使用ください。本資料は取扱説明書の参

考資料であり、本資料の内容を理解しただけで本製品を使用しないでください。 

※1 残留リスクは、以下の定義に従って分類し記載しています。 

・  危険： 

・  警告： 

・  注意： 

保護方策を実施しなかった場合に、人が死亡または重傷を負う可能性が高い内容 

保護方策を実施しなかった場合に、人が死亡または重傷を負う可能性がある内容 

保護方策を実施しなかった場合に、人が軽傷を負う可能性がある内容 

※2 「機械上の箇所」として示されている記号は、本製品の「残留リスクマップ」に記載されている機械上の 

箇所の記号です。機械上の具体的な箇所については、「残留リスクマップ」を参照してください。 

 

No. 
適用 

段階 
作業 

作業に必要な 

資格・教育 

機械上の 

箇所※2 

残留 

リスク※1 
危害の内容 

機械ユーザーが 

実施する保護方策 

取扱説明書 

参照ページ※3 

1. 準備 設置時 － 箇所の特定

無 

警告 コンプレッサが

落下して挟ま

れたり下敷き

になりケガをす

る 

・質量に十分耐えられる（余

裕のある）吊り上げひも（ス

リング）、ワイヤーを使用す

ること。 

・重心位置を考慮してバラ

ンスよく吊り上げること。 

23 

2. 準備 

運転 

保守 

設置時 

運転時 

－ 箇所の特定

無 

警告 爆発・発火事

故が発生する 

揮発性・引火性ガスや有機

溶剤などの可燃物のない場

所に設置すること。 

7,9,25 

3. 準備 

運転 

保守 

設置時の 

電気配線工事 

 

運転時 

 

メンテナンス 

実施時 

電気工事士 

または 

専門業者 

B,C 警告 感電する ・作業時や電装品に直接触

れる場合は、必ず手元開閉

器（漏電ブレーカ）を切るこ

と。 

・電気配線工事は有資格者

が実施すること。 

・アースを必ずとること。 

・規定サイズの漏電遮断器

を使用し、ナイフスイッチ等

のヒューズ式保護スイッチ

は使用しないこと。 

・電装箱の蓋や保護カバ

ー、安全装置を外したり無

効にしたまま運転しないこ

と。 

7,31,39,41,84 

 

4. 準備 

運転 

保守 

設置時の 

電気配線工事 

 

運転時 

 

メンテナンス 

実施時 

電気工事士 

または 

専門業者 

B,C 警告 発火する ・コンプレッサの仕様に適合

した電源を使用すること。 

・仕様と異なる電圧・周波数

では使用しないこと。 

・配線作業時や電装品に直

接触れる場合は、手元開閉

器（漏電ブレーカ）を切るこ

と。 

・電気配線に関する省令、

規定を守ること。 

・規定サイズの電線を使用

すること。 

・アースを必ずとること。 

・規定サイズの漏電遮断器

を使用し、ナイフスイッチ等

のヒューズ式保護スイッチ

は使用しないこと。 

・電装箱の蓋や保護カバ

ー、安全装置を外したり無

効にしたまま運転しないこ

と。 

7,31,39,41,84 
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No. 適用 

段階 

作業 作業に必要な 

資格・教育 

機械上の 

箇所※2 

残留 

リスク※1 

危害の内容 機械ユーザーが 

実施する保護方策 

取扱説明書 

参照ページ※3 

5. 運転 

保守 

運転時 

メンテナンス 

実施時 

－ B 警告 機械に巻き込

ま れ て ケ ガ を

する 

冷却ファンに手

や工具が巻き

込ま れ て ケ ガ

をする 

・自動運転中はコンプレ

ッサ内部に手や工具を

入れないこと。 

・冷却ファンまわりのパ

ネルをはずしたまま運

転しないこと。 

・安全装置を外したり無

効にしたまま運転しな

いこと。 

・点検・保守時は必ずコ

ンプレッサを停止させ、

手元開閉器（漏電ブレ

ーカ）を切ること。 

・主電動機（メインモー

タ）軸受のグリース補給

時は、回転部に指を入

れたり、衣服や手、工

具を近づけないこと。 

7,8,41,84 

 

6. 運転 

保守 

運転時 

メンテナンス 

実施時 

－ A 警告 圧縮空気が噴

出 し た り 物 が

飛 散 し て ケ ガ

をする 

・保護カバー、安全装置

を外したり無効にしたま

ま運転しないこと。 

・安全弁に顔を近づけ

ないこと。 

・点検・保守時は必ずコ

ンプレッサを停止させ、

出口以降のバルブを完

全に閉じて内部の圧力

がないことを確認するこ

と。 

7,10,41,84,85,86 

7. 運転 運転時 － A 警告 圧縮空気を吸

引 し て ケ ガ や

障害を受ける 

・圧縮空気を直接吸引

する呼吸器系の機器に

は使用しないこと。 

7 

8. 運転 

保守 

運転時 

メンテナンス 

実施時 

－  注意 騒 音 に よ り 難

聴になる 

・外装パネルを取り外し

た状態で長時間運転し

ないこと。 

・保護カバーや安全装

置をはずしたり無効にし

たまま運転しないこと。 

・必要に応じて耳せん

等の遮音器具を使用す

ること。 

7,8,86 

9. 運転 

保守 

運転時 

メンテナンス 

実施時 

－ B,C 注意 手 や 体 の 一

部、 衣 服が 吸

い込ま れて ケ

ガをする 

・運転中は外装パネル

を取り外さないこと。 

・保護カバーや安全装

置をはずしたり無効にし

たまま運転しないこと。 

・コンプレッサの吸込口

（サイレンサ吸気口）に

手や衣服を近づけない

こと。 

・グリース補給時はグリ

ースニップル付近以外

に手を近づけないこと。 

7,8,41,84 

10. 運転 

保守 

運転時 

メンテナンス 

実施時 

－ B,C 注意 高温部に接触

して火傷する 

・運転中は外装パネル

を取り外さないこと。 

・保護カバーや安全装

置をはずしたり無効にし

たまま運転しないこと。 

・グリース補給時はグリ

ースニップル付近以外

に手を近づけないこと。 

8,41,85 
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No. 適用 

段階 

作業 作業に必要な 

資格・教育 

機械上の 

箇所※2 

残留 

リスク※1 

危害の内容 機械ユーザーが 

実施する保護方策 

取扱説明書 

参照ページ※3 

11. 保守 メンテナンス 

実施時 

－ B 注意 クーラ（ラジエ

ータ）の冷却フ

ィンに触れて火

傷（ケガ）をす

る 

・点検・保守時は必ずコ

ンプレッサを停止させ、

手元開閉器（漏電ブレ

ーカ）を切ること。 

・インタークーラ、オイル

クーラ、アフタークーラ

の冷却フィンを清掃す

る際は、コンプレッサを

冷ましてから作業を行

う。 

8,86 

12. 保守 メンテナンス 

実施時 

－ B 注意 噴 出 し た オ イ

ルで火傷を す

る 

部品の飛散に

よりケガをする 

・点検・保守時は必ずコ

ンプレッサを停止させ、

手元開閉器（漏電ブレ

ーカ）を切ること。 

・点検・保守時はコンプ

レッサを停止させドレン

バルブ等を開いて、内

部の圧力が完全に抜け

たことを確認してから作

業すること。 

85 

13. 保守 メンテナンス 

実施時 

－ 箇所の特定

無 

注意 飛散・流出した

オイルで滑って

転倒する 

・こぼれたオイルは速や

かにふき取ること。 

- 

※3 参照ページは FRL-150C(D)、-220C(D)、-300C(D)、-370C(D)、-450C(D)取扱説明書に対応しています。 

 



残-6 

メモ 
 

 



－1－ 

はじめに 
 

重要なお知らせ  

 このたびは、オイルフリークローコンプレッサをお買い求めいただきましてありがとうございます。この取

扱説明書には、製品の正しい操作方法と使用者や他の人々への危害や財産への損害を未然に防止す

るために守っていただきたい警告・注意事項が示されています。ご使用になる前に必ずこの取扱説明書

をお読みください。 

 

 正しい方法でご使用いただけない場合、使用者に死亡や重大な身体上の障害、火災事故、爆発事故

が起こる可能性がありますので十分ご注意願います。 

 

■警告・注意表示および絵記号の意味 

本文中に次の警告・注意表示で示されている箇所は、安全にご使用いただくために特に重要です。 

警告・注意表示および絵記号の意味は、次のようになっています。 

 

 ●警告・注意表示 

 

 警告 
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う

可能性があることを示しています。 

 

 注意 
この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が障害を負う可能性また

は物的損害の発生する可能性があることを示しています。 

 

 ●絵文字の例 

 

 

この記号は「注意すべきこと」を意味しています。 

記号の中や近くに、具体的な注意内容を表示しています。 

（左の例は感電注意） 

 

 

この記号は「してはいけないこと」を意味しています。 

記号の中や近くに、具体的な禁止事項を表示しています。 

（左の例は接触禁止） 

 

この記号は「しなくてはならないこと」を意味しています。 

記号の中や近くに、具体的な指示内容を表示しています。 

（左の例は必ずアース線を接続すること） 

  

 ●補足事項 

 
重要  

この表示は、製品の性能や機能を十分に発揮してお使いいただくために守って

いただきたい内容を示しています。 

 

 

◎警告・注意表示を無視して使用した場合の損害・損傷については、当社は一切責任を負えませ

んのでご了承願います。 

 

■この製品の保証について 
第１２章に、保証と修理サービスについての説明があります。内容をよくお読みください。 
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■形式説明 
 

 
■国際単位系（ＳＩ）について 

本書は、国際単位系を採用しています。 

 

例）圧力表示・・・ＭＰa（メガパスカル）表示となっております。 

０.１ＭＰa は１.０２ｋｇｆ／ｃｍ２ です。 

 

◎エレクトロニコン、ELECTRONIKON R は、アトラスコプコエアパワー社の登録商標です。 

 

◎改善・改良のため、本書の一部を将来予告なしに変更する場合があります。 

 

◎ご不審な点、お気づきの点などがございましたら、お買い上げの販売店または当社支店 

までお問い合わせください。 

 

◎製品に関する疑問点やご意見、ご要望等がありましたら下記お問い合わせ先までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 各種お問い合わせ先は変更する場合がございますので、最新のお問い合わせ先につきましては 

当社ホームページをご覧ください。 

アネスト岩田ホームページ https://www.anest-iwata.co.jp 

F - 3 0

シリーズ名：Ｃタイプ 

ＣR Ｄ7L

オイルフリークロー 

コンプレッサ 

モータ出力 １５０：１５ｋＷ 

 ２２０：２２ｋＷ 

 ３００：３０ｋＷ 

 ３７０：３７ｋＷ 

 ４５０：４５ｋＷ 

無記号 ：ドライヤなし 

   Ｄ ：ドライヤ一体型 

無記号 ：吐出し圧力０．７０ＭＰａ仕様 

  １ ：吐出し圧力０．８６ＭＰａ仕様 

  ２ ：吐出し圧力１．０ＭＰａ仕様（１５０、２２０のみ） 

○ 

お問い合わせ先 

 

 

 https://www.anest-iwata.co.jp/contact   
 

 

土・日・祝日（当社休日含む）にお問い合わせいただいた場合、 

翌営業日以降のご回答となります。 

https://www.anest-iwata.co.jp
https://www.anest-iwata.co.jp/contact
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１. 安全上のご注意 
 

ここに示した内容は、いずれも安全に関する重要な項目です。ご使用前に必ずお読みになり、コンプレッサを 

正しくお使いください。 

警告 
安全な場所に設置すること 
 爆発性、引火性ガス（アセチレン、プロパンなど）や有機溶剤などの可燃物のない場所に 

設置してください。 

 爆発・火災事故の原因となります。 

 

屋外設置禁止 
 屋外に設置しないでください。（本機は耐水構造ではありません。） 

 電気部品に水がかかると感電事故や火災事故の原因になります。 

 

有資格者に依頼 
 電気配線工事は、電気工事士または電気工事店に依頼してください。 

 不適当な工事は、感電事故や火災事故の原因となります。 

 

アース工事の実施 
 感電事故防止のため、アース工事を必ず行ってください。 

 接地は１００Ω以下のＤ種接地としてください。 

 

電源遮断 
 配線・点検作業などで計器パネルを開ける場合は、必ず漏電遮断器（建物側スイッチ）を

切ってください。感電事故の原因となります。 

接触禁止 
 運転中および、漏電遮断器（建物側スイッチ）が入った状態で回転部（ファン、カップリング等）

に手を触れないでください。 

 手が巻き込まれて重傷を負う恐れがあります。 

 

人体への吸入用には使用禁止 
 圧縮空気を直接吸引する呼吸器系の機器には使用しないでください。 

人体に重大な障害を与える危険があります。 

人命にかかわる設備への使用禁止 
 圧縮空気を人命に関わる設備に使用しないでください。使用する場合は、必ず安全装置を 

取り付けてください。人体に重大な障害を与える危険があります。 

空気以外の気体の圧縮禁止 
 空気以外の気体の圧縮には絶対使用しないでください。 

 爆発・火災事故の原因となります。 

 

定期整備の実施 
 点検基準に従って定期的に点検・保守を行ってください。点検・保守を行わないまま使用すると

寿命低下や火災事故の原因となります。（第９章 点検・保守を参照ください。） 

作業前に圧力を抜く 
 点検・保守作業を行うときは、セット内の圧力が完全に抜けていることを確認してください。 

 部品が飛散して、火傷やケガの恐れがあります。 
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注意 
改造禁止 
 コンプレッサの改造や安全装置の取り外しは行わないでください。 

 破損事故や寿命低下、故障の原因になります。 

 

運転中にコンプレッサ内部接触禁止 
 本機は、使用空気量に合わせて自動的に運転・停止を行います。 

 点検などにより運転状態でコンプレッサのパネルを取り外したり、電装パネルを開ける 

場合は、コンプレッサ内部や電装品に手を触れないでください。 

 感電事故や冷却ファンに手が巻き込まれる恐れがあります。 

 

接触注意 
 運転中や停止直後は、コンプレッサ本体、配管、クーラ、パルセーションダンパーなどに 

直接手を触れないでください。 

 火傷する恐れがあります。 

 

冷却ファンの接触注意 
 コンプレッサ停止後、冷却ファンはすぐには停止しません。点検などでパネルを取り外す場合、

冷却ファンが完全に停止したことを確認してから作業してください。 

 手が巻き込まれる恐れがあります。 

 

重要 
 ドライヤ一体形は冷媒にフロン類を使用しています。フロン類の放出禁止と回収・破壊を義務づける

法律に該当します。 

 製品の廃棄あるいは修理時においては、回収破壊システムの義務を遵守してください。 

 

重要 
 コンプレッサの修理は当社で規定するスクリューコンプレッサのライセンスが必要です。コンプレッサの 

点検整備はお買い求めの販売店または当社支店にご用命ください。 

 不適切な修理は破損事故や寿命低下の原因となります。 

 

重要 
 コンプレッサの交換部品は必ず当社純正部品をご使用ください。 

 

重要 
 オイルは必ず当社指定の専用ギアオイルをご使用ください。また、異種油、他銘柄オイルの混合は 

絶対に避けてください。故障の原因となります。 
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重要 
 周囲温度が 2℃～40℃の範囲内の場所に設置してください。 

 周囲温度が 40℃を越える環境で運転しますと、寿命低下や故障、火災事故の原因となります。 

 周囲温度が 2℃を下回りますと、配管中のドレン凍結による故障の原因となります。必要に応じて 

配管を保温してください。 

 

重要 
 安全に使用していただくために、下記のような場所に設置してください。 

 爆発性、引火性ガスや有機溶剤などの可燃物のない場所。 

 直射日光や雨、雪の当たらない場所。 

 明るく十分なスペースがあり、周囲に危険のない場所。 

 水平で基礎がしっかりしている場所。 

 点検・保守作業が容易にできる場所。 

 

重要 
 週間プログラムタイマによる自動運転を行う場合は、下記の点に注意して、安全に運転できるように 

十分配慮の上ご使用ください。 

 コンプレッサの点検・修理を行う場合は、コンプレッサを停止させ、必ず漏電遮断器（建物側スイッチ）を

切り非常停止スイッチを押してから作業を行ってください。 

 手動操作にて停止した場合でも週間プログラムタイマは作動しているため、指定した時間に自動的に

コンプレッサが起動します。 

 週間プログラムタイマの機能を有効にしていることをコンプレッサに表示して、操作者に注意を喚起して

ください。（アイコンは表示します。） 

 

重要 
 停電復旧後の自動復帰機能を行う場合は、下記の点に注意して、安全に運転できるように十分配慮の

上ご使用ください。 

 コンプレッサの点検・修理を行う場合は、コンプレッサを停止させ、必ず漏電遮断器（建物側スイッチ）を

切り非常停止スイッチを押してから作業を行ってください。 

 自動復帰機能を有効にしていることをコンプレッサに表示して、操作者に注意を喚起してください。 

 

重要 
 コンプレッサの遠隔操機能を行う場合は、下記の点に注意して、安全に運転できるように十分配慮の上

ご使用ください。 

 コンプレッサの起動時は、コンプレッサの点検・修理などが行われていないことをご確認ください。 

 コンプレッサの点検・修理を行う場合は、コンプレッサを停止させ、必ず漏電遮断器（建物側スイッチ）を

切り非常停止スイッチを押してから作業を行ってください。 
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絵文字の説明 
 

本機の主要部分には、コンプレッサの機能や安全上、守っていただきたい点を絵文字で説明した 

銘板を貼り付けています。絵文字の意味を操作者に周知するようにしてください。 

必要に応じて、このページをコピーしてお使いください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１.１ 絵文字 

 

番号 意 味 

1 自動ドレン排出口（電子ドレンバルブにより自動でドレンを排出します） 

2 手動ドレン排出口 

3 コンプレッサを使用する前に取扱説明書をお読みください。 

4 電圧に注意してください。（通電されている箇所であることを示しています） 

5 
コンプレッサの点検・修理を行う場合は、コンプレッサを停止させて、必ず非常停止スイッチを押して

漏電遮断器（建物側スイッチ）を切ってから配管内の圧力を抜いてください。 

6 電気配線を作業する前に取扱説明書を読み、モータの回転方向をご確認ください。 

7 スチール（Fe）、銅合金（CuZn）製ボルトの締め付けトルクと圧着端子の接続方法を説明しています。 

8 グリースを補給する前に取扱説明書をお読みください。 

9 電装箱内の絶縁カバーを取外す前にコンプレッサの電源を切ってください。 

10 オイルフィルタのガスケット部にオイルを塗り、手で締め付けてください。 

11 コンプレッサの点検・修理を行う前に取扱説明書をお読みください。 
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２. 製品仕様 

２.１ ＦＲＬ－１５０Ｃ／１５０ＣＤ 

項 目 単 位 
コンプレッサ形式 

ＦＲＬ－１５０Ｃ ＦＲＬ－１５０ＣＤ 

本

体 

圧縮段数 － 2 

本体回転数 min-1 50Hz：4634 60Hz：4607 

セ 

ッ 

ト 

吸込気体・圧力・温度 － 空気･大気圧･2～40℃ 

吐出し圧力 MPa 0.7 

吐出し空気量 m3／min 50Hz：2.4 60Hz：2.3 

駆動方式 － カップリング直結・ギア増速 

容量制御方式 － ファインデュアル制御（段階制御＋背圧低下＋自動発停） 

容量制御圧力 MPa 0.6～0.7 

冷却方式 － ラジエーター＋冷却ファンによる空冷 

吐出し空気温度 － 吸込温度+７℃ 吸込温度+3℃ 

吐出し空気圧力露点 － － 
10℃以下 

(0.7MPa 加圧状態) 

空気取出口サイズ G １ １／２ 

オイル充填量 L ２３ 

使用オイル － 専用ギアオイル 

騒音レベル dB(A) 63（コンプレッサ正面側 距離 1.5m 高さ 1.0m） 

地盤振動レベル dB 45 以下（コンプレッサ正面側 コンクリート上） 

電

装

品 

電 源 － 三相 AC200V±10％ 50/60Hz 

始動方式 － 電磁スターデルタ方式 

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ 

ﾓｰﾀ 

種 別 － フランジ横形･全閉外扇防塵・三相・2 極・F 種絶縁･IP55 

出 力 kW 15（サービスファクタ 1.2） 

運転電流 A 58 (200V 50Hz)，58 (200V 60Hz) 

冷却ﾌｧﾝ 

ﾓｰﾀ 

種 別  アウターロータ形･三相･4 極･Ｆ種絶縁･IP54 

出 力 kW 0.84 (200V 50Hz)，1.22 (200V 60Hz) 

運転電流 A 3.72 (200V 50Hz)，4.38 (200V 60Hz) 

保

護 

過熱停止 － 温度センサによる温度検知 

過電流・欠相保護 － サーマルリレー 

油圧低下停止 － 油圧センサによる圧力検知 

吸込フィルタ目詰まり － 負圧センサによる圧力検知 

その他 － 安全弁 

そ

の

他 

外形寸法 mm 幅 1760×奥行 1020×高さ 1620 

質量（含オイル） kg 1020 1150 
 

注）１．吐出し空気量は、吐出し圧力時に吐出する空気量を吸込み状態に換算したものです。 

保証値については、別途お問い合わせください。 

２．吐出し空気圧力露点は、周囲温度 30℃、相対湿度 70％時の値を示します。 

３．ドライヤ一体形（FRL-150CD）の吐出し空気量は、ドレンの析出時には最大で約 3％減少します。 

４．騒音値は全負荷運転時に正面１．５ｍ、高さ１．０ｍで測定した値を、無響音室条件に換算した値です。 

実測値は設置環境の影響を受け変動します。 

５．サービスファクタは、コンプレッサモータの許容範囲を示します。 

６．運転電流は、負荷運転（0.70MPa）時の平均値を示します。 

７．外形寸法は、パッケージの外周寸法を示し、突起物等は含みません。 

８．50Hz と 60Hz では仕様が異なるため、コンプレッサ表示の周波数と異なる地区ではご使用できません。 

９．220V60Hz 仕様は別途お問い合わせください。 
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２.２ ＦＲＬ－２２０Ｃ／２２０ＣＤ 

項 目 単位 
コンプレッサ形式 

ＦＲＬ－２２０Ｃ ＦＲＬ－２２０ＣＤ 

本

体 

圧縮段数 － 2 

本体回転数 min-1 50Hz：6991 60Hz：6969 

セ 

ッ 

ト 

吸込気体・圧力・温度 － 空気・大気圧・2～40℃ 

吐出し圧力 MPa 0.7 

吐出し空気量 m3／min 50Hz：3.6 60Hz：3.6 

駆動方式 － カップリング直結・ギア増速 

容量制御方式 － ファインデュアル制御（段階制御＋背圧低下＋自動発停） 

容量制御圧力 MPa 0.6～0.7 

冷却方式 － ラジエーター＋冷却ファンによる空冷 

吐出し空気温度 － 吸込温度＋13℃ 吸込温度＋3℃ 

吐出し空気圧力露点 － － 
10℃以下 

(0.7MPa 加圧状態) 

空気取出口サイズ G 1 1/2 

オイル充填量 L 23 

使用オイル － 専用ギアオイル 

騒音レベル dB(A) 63（コンプレッサ正面側 距離 1.5m 高さ 1.0m） 

地盤振動レベル dB 45 以下（コンプレッサ正面側 コンクリート上） 

電

装

品 

電 源 － 三相 AC200V±10％ 50/60Hz 

始動方式 － 電磁スターデルタ方式 

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ 

ﾓｰﾀ 

種 別 － フランジ横形･全閉外扇防塵・三相・2 極・F 種絶縁･IP55 

出 力 kW 22（サービスファクタ 1.2） 

運転電流 A 94.1 (200V 50Hz)，94.7 (200V 60Hz) 

冷却ﾌｧﾝ 

ﾓｰﾀ 

種 別  アウターロータ形･三相･4 極･Ｆ種絶縁･IP54 

出 力 kW 0.84 (200V 50Hz)，1.22 (200V 60Hz) 

運転電流 A 3.72 (200V 50Hz)，4.38 (200V 60Hz) 

保

護 

過熱停止 － 温度センサによる温度検知 

過電流・欠相保護 － サーマルリレー 

油圧低下停止 － 油圧センサによる圧力検知 

吸込フィルタ目詰まり － 負圧センサによる圧力検知 

その他 － 安全弁 

そ

の

他 

外形寸法 mm 幅 1760×奥行 1020×高さ 1620 

質量（含オイル） kg 1060 1190 

 

注）１．吐出し空気量は、吐出し圧力時に吐出する空気量を吸込み状態に換算したものです。 

保証値については、別途お問い合わせください。 

２．吐出し空気圧力露点は、周囲温度 30℃、相対湿度 70％時 の値を示します。 

３．ドライヤ一体形（FRL-220CD）の吐出し空気量は、ドレンの析出時には最大で約 3％減少します。 

４．騒音値は全負荷運転時に正面１．５ｍ、高さ１．０ｍで測定した値を、無響音室条件に換算した値です。 

実測値は設置環境の影響を受け変動します。 

５．サービスファクタは、コンプレッサモータの許容範囲を示します。 

６．運転電流は、負荷運転（0.70MPa）時の平均値を示します。 

７．外形寸法は、パッケージの外周寸法を示し、突起物等は含みません。 

８．50Hz と 60Hz では仕様が異なるため、コンプレッサ表示の周波数と異なる地区ではご使用できません。 

９．220V60Hz 仕様は別途お問い合わせください。 
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２.３ ＦＲＬ－３００Ｃ／３００ＣＤ 

項 目 単 位 
コンプレッサ形式 

ＦＲＬ－３００Ｃ ＦＲＬ－３００ＣＤ 

本

体 

圧縮段数 － 2 

本体回転数 min-1 50Hz：4873 60Hz：4929 

セ 

ッ

ト 

吸込気体・圧力・温度 － 空気・大気圧・2～40℃ 

吐出し圧力 MPa 0.7 

吐出し空気量 m3／min 50Hz：4.8 60Hz：4.8 

駆動方式 － カップリング直結・ギア増速 

容量制御方式 － ファインデュアル制御（段階制御＋背圧低下＋自動発停） 

容量制御圧力 MPa 0.6～0.7 

冷却方式 － ラジエーター＋冷却ファンによる空冷 

吐出し空気温度 － 吸込温度＋8℃ 吸込温度＋3℃ 

吐出し空気圧力露点 － － 
10℃以下 

(0.7MPa 加圧状態) 

空気取出口サイズ G 1 1/2 

オイル充填量 L 23 

使用オイル － 専用ギアオイル 

騒音レベル dB(A) 65（コンプレッサ正面側 距離 1.5m 高さ 1.0m） 

地盤振動レベル dB 45 以下（コンプレッサ正面側 コンクリート上） 

電

装

品 

電 源 － 三相 AC200V±10％ 50/60Hz 

始動方式 － 電磁スターデルタ方式 

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ 

ﾓｰﾀ 

種 別 － ﾌﾗﾝｼﾞ横形･全閉外扇防塵･三相･2 極 F 種絶縁･IP55･ｸﾞﾘｰｽ補給式 

出 力 kW 30（サービスファクタ 1.15） 

運転電流 A 106 (200V 50Hz)，108 (200V 60Hz) 

冷却ﾌｧﾝ 

ﾓｰﾀ 

種 別  アウターロータ形・三相・4/6 極・F 種絶縁・IP54 

出 力 kW 1.3 (200V 50Hz)，1.06 (200V 60Hz) 

運転電流 A 5.08 (200V 50Hz)，4.2 (200V 60Hz) 

保

護 

過熱停止 － 温度センサによる温度検知 

過電流・欠相保護 － サーマルリレー 

油圧低下停止 － 油圧センサによる圧力検知 

吸込フィルタ目詰まり － 負圧センサによる圧力検知 

その他 － 安全弁 

そ

の

他 

外形寸法 mm 幅 2000×奥行 1020×高さ 1880 

質量（含オイル） kg 1280 1400 

 

注）１．吐出し空気量は、吐出し圧力時に吐出する空気量を吸込み状態に換算したものです。 

保証値については、別途お問い合わせください。 

２．吐出し空気圧力露点は、周囲温度 30℃、相対湿度 70％時 の値を示します。 

３．ドライヤ一体形（FRL-300CD）の吐出し空気量は、ドレンの析出時には最大で約 3％減少します。 

４．騒音値は全負荷運転時に正面１．５ｍ、高さ１．０ｍで測定した値を、無響音室条件に換算した値です。 

実測値は設置環境の影響を受け変動します。 

５．サービスファクタは、コンプレッサモータの許容範囲を示します。 

６．運転電流は、負荷運転（0.70MPa）時の平均値を示します。 

７．外形寸法は、パッケージの外周寸法を示し、突起物等は含みません。 

８．50Hz と 60Hz では仕様が異なるため、コンプレッサ表示の周波数と異なる地区ではご使用できません。 

９．220V60Hz 仕様は別途お問い合わせください。 



－14－ 

２.４ ＦＲＬ－３７０Ｃ／３７０ＣＤ 

項 目 単 位 
コンプレッサ形式 

ＦＲＬ－３７０Ｃ ＦＲＬ－３７０ＣＤ 

本

体 

圧縮段数 － 2 

本体回転数 min-1 50Hz：5976 60Hz：5991 

セ 

ッ

ト 

吸込気体・圧力・温度 － 空気・大気圧・2～40℃ 

吐出し圧力 MPa 0.7 

吐出し空気量 m3／min 50Hz：6.0 60Hz：5.8 

駆動方式 － カップリング直結・ギア増速 

容量制御方式 － ファインデュアル制御（段階制御＋背圧低下＋自動発停） 

容量制御圧力 MPa 0.6～0.7 

冷却方式 － ラジエーター＋冷却ファンによる空冷 

吐出し空気温度 － 吸込温度＋12℃ 吸込温度＋3℃ 

吐出し空気圧力露点 － － 
10℃以下 

(0.7MPa 加圧状態) 

空気取出口サイズ G 1 1/2 

オイル充填量 L 23 

使用オイル － 専用ギアオイル 

騒音レベル dB(A) 67（コンプレッサ正面側 距離 1.5m 高さ 1.0m） 

地盤振動レベル dB 45 以下（コンプレッサ正面側 コンクリート上） 

電

装

品 

電 源 － 三相 AC200V±10％ 50/60Hz 

始動方式 － 電磁スターデルタ方式 

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ 

ﾓｰﾀ 

種 別 － ﾌﾗﾝｼﾞ横形･全閉外扇防塵･三相･2 極 F 種絶縁･IP55･ｸﾞﾘｰｽ補給式 

出 力 kW 37（サービスファクタ 1.15） 

運転電流 A 143 (200V 50Hz)，145 (200V 60Hz) 

冷却ﾌｧﾝ 

ﾓｰﾀ 

種 別  アウターロータ形・三相・4/6 極・F 種絶縁・IP54 

出 力 kW 1.3 (200V 50Hz)，1.06 (200V 60Hz) 

運転電流 A 5.0 (200V 50Hz)，4.2 (200V 60Hz) 

保

護 

過熱停止 － 温度センサによる温度検知 

過電流・欠相保護 － サーマルリレー 

油圧低下停止 － 油圧センサによる圧力検知 

吸込フィルタ目詰まり － 負圧センサによる圧力検知 

その他 － 安全弁 

そ

の

他 

外形寸法 mm 幅 2000×奥行 1020×高さ 1880 

質量（含オイル） kg 1350 1470 

 

注）１．吐出し空気量は、吐出し圧力時に吐出する空気量を吸込み状態に換算したものです。 

保証値については、別途お問い合わせください。 

２．吐出し空気圧力露点は、周囲温度 30℃、相対湿度 70％時 の値を示します。 

３．ドライヤ一体形（FRL-370CD）の吐出し空気量は、ドレンの析出時には最大で約 3％減少します。 

４．騒音値は全負荷運転時に正面１．５ｍ、高さ１．０ｍで測定した値を、無響音室条件に換算した値です。

実測値は設置環境の影響を受け変動します。 

５．サービスファクタは、コンプレッサモータの許容範囲を示します。 

６．運転電流は、負荷運転（0.70MPa）時の平均値を示します。 

７．外形寸法は、パッケージの外周寸法を示し、突起物等は含みません。 

８．50Hz と 60Hz では仕様が異なるため、コンプレッサ表示の周波数と異なる地区ではご使用できません。 

９．220V60Hz 仕様は別途お問い合わせください。 
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２.５ ＦＲＬ－４５０Ｃ／４５０ＣＤ 

項 目 単 位 
コンプレッサ形式 

ＦＲＬ－４５０Ｃ ＦＲＬ－４５０ＣＤ 

本

体 

圧縮段数 － 2 

本体回転数 min-1 50Hz：7074 60Hz：7020 

セ 

ッ

ト 

吸込気体・圧力・温度 － 空気・大気圧・2～40℃ 

吐出し圧力 MPa 0.7 

吐出し空気量 m3／min 50Hz：7.0 60Hz：6.8 

駆動方式 － カップリング直結・ギア増速 

容量制御方式 － ファインデュアル制御（段階制御＋背圧低下＋自動発停） 

容量制御圧力 MPa 0.6～0.7 

冷却方式 － ラジエーター＋冷却ファンによる空冷 

吐出し空気温度 － 吸込温度＋9℃ 吸込温度＋3℃ 

吐出し空気圧力露点 － － 
10℃以下 

(0.7MPa 加圧状態) 

空気取出口サイズ G 1 1/2 

オイル充填量 L 23 

使用オイル － 専用ギアオイル 

騒音レベル dB(A) 69（コンプレッサ正面側 距離 1.5m 高さ 1.0m） 

地盤振動レベル dB 45 以下（コンプレッサ正面側 コンクリート上） 

電

装

品 

電 源 － 三相 AC200V±10％ 50/60Hz 

始動方式 － 電磁スターデルタ方式 

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ 

ﾓｰﾀ 

種 別 － ﾌﾗﾝｼﾞ横形･全閉外扇防塵･三相･2 極 F 種絶縁･IP55･ｸﾞﾘｰｽ補給式 

出 力 kW 45（サービスファクタ 1.15） 

運転電流 A 169 (200V 50Hz)，168 (200V 60Hz) 

冷却ﾌｧﾝ 

ﾓｰﾀ 

種 別  アウターロータ形・三相・4 極・F 種絶縁・IP54 

出 力 kW 2.76 (200V 50Hz)，4.2 (200V 60Hz) 

運転電流 A 9.8 (200V 50Hz)，13.9 (200V 60Hz) 

保

護 

過熱停止 － 温度センサによる温度検知 

過電流・欠相保護 － サーマルリレー 

油圧低下停止 － 油圧センサによる圧力検知 

吸込フィルタ目詰まり － 負圧センサによる圧力検知 

その他 － 安全弁 

そ

の

他 

外形寸法 mm 幅 2000×奥行 1020×高さ 1880 

質量（含オイル） kg 1380 1510 

注）１．吐出し空気量は、吐出し圧力時に吐出する空気量を吸込み状態に換算したものです。 

保証値については、別途お問い合わせください。 

２．吐出し空気圧力露点は、周囲温度 30℃、相対湿度 70％時 の値を示します。 

３．ドライヤ一体形（FRL-450CD）の吐出し空気量は、ドレンの析出時には最大で約 3％減少します。 

４．騒音値は全負荷運転時に正面１．５ｍ、高さ１．０ｍで測定した値を、無響音室条件に換算した値です。 

実測値は設置環境の影響を受け変動します。 

５．サービスファクタは、コンプレッサモータの許容範囲を示します。 

６．運転電流は、負荷運転（0.70MPa）時の平均値を示します。 

７．外形寸法は、パッケージの外周寸法を示し、突起物等は含みません。 

８．50Hz と 60Hz では仕様が異なるため、コンプレッサ表示の周波数と異なる地区ではご使用できません。 

９．220V60Hz 仕様は別途お問い合わせください。 
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２.６ 冷凍式エアドライヤ 
 ドライヤ一体形に搭載されているドライヤの標準仕様を下記に示します。 

項 目 単 位 
コンプレッサ形式 

FRL-150CD FRL-220CD FRL-300CD FRL-370CD FRL-450CD 

ドライヤ形式 － ID47 ID100 ID136 

電源電圧  単相 AC200V50Hz／単相 AC200V60Hz 

消費電力 kW 0.54/0.76 1.19/1.04 1.29/1.38 

冷凍方式 － 蒸気圧縮式冷凍サイクル 

コンデンサ方式 － クロスフィンコイル型強制空冷式 

冷媒制御方式 － 温度式膨張弁 

温度制御方式 － 温度式膨張弁によるホットガスバイパス方式 

ファンモータ 

制御方式 
－ ファンコントロールスイッチによる ON/OFF 制御 

冷媒 － R134a R410A 

冷媒封入量 kg 0.47 0.83/0.77 0.75/0.89 

保護装置 － オーバーロードプロテクタ、高圧スイッチ（ID100/136 のみ） 

 

注）１．消費電力は、周囲温度 20℃、相対温度 100％時の平均値を示します。 

注）２．ドライヤ一体形に搭載されているドライヤは空冷式です。 

 



－17－ 

３. 本機の概要および各部の名称 

３.１ 本機の概要 

本機は、電気駆動方式 2 段空冷オイルフリークロー式コンプレッサです。 

計器パネルにはエレクトロニコンが設けられています。 

３.２ ドライヤ一体形の概要 

FRL－１５０CＤ、FRL－２２０CＤ、FRL－３００CＤ、FRL－３７０CＤ、FRL－４５０CＤはドライヤ 

一体形です。圧縮空気を冷却して圧縮空気中の水分を凝縮させて除去します。 

凝縮された水分（ドレン）は、自動的に排出されます。 

３.３ 各部の名称 

３.３.１ コンプレッサ内部（正面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３.１ コンプレッサ内部 正面（ドライヤなし形） 

 

AV ：吐出バルブ M2 ：冷却ファンモータ 

Ca ：アフタークーラ OF ：オイルフィルタ 

Ci ：インタークーラ SG ：油量計 

Co ：オイルクーラ S3 ：非常停止スイッチ 

Eh ：エレメント 2（高圧側圧縮機本体） 1 ：エレクトロニコン 

FC ：給油口プラグ IS-AF ：吸込フィルタ／サイレンサ 

FN ：冷却ファン   

M1 ：コンプレッサモータ   
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３.３.２ コンプレッサ内部（裏面） 

 

 

図３.２ コンプレッサ内部 裏面（ドライヤ一体形） 

 

AV ：吐出バルブ FN ：冷却ファン 

IS ：吸込サイレンサ M2 ：冷却ファンモータ 

Ca ：アフタークーラ UA ：吸込閉鎖弁 

Ci ：インタークーラ 1 ：冷凍式エアドライヤ 

Co ：オイルクーラ EWD ：電子ドレンバルブ 

El ：エレメント 1（低圧側圧縮機本体）   
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３.４ 操作パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３.３ 操作パネル 

 

1 タッチスクリーン 5 電源ランプ 

2 警報ランプ 6 停止ボタン 

3 サービスランプ 7 始動ボタン 

4 運転ランプ   
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３.５ 外形寸法図 

３.５.１ ＦＲＬ‐１５０Ｃ（Ｄ）／２２０Ｃ（Ｄ） 
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３.５.２ ＦＲＬ‐３００Ｃ（Ｄ）／３７０Ｃ（Ｄ）／４５０Ｃ（Ｄ） 
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４. 据付、配管および電気配線 

４.１ 現品・付属品の確認 

定格銘板、周波数銘板により現品が注文通りかどうかご確認ください。 

 

形 式  □ＦＲＬ－１５０Ｃ  □ＦＲＬ－２２０Ｃ 

  □ＦＲＬ－１５０ＣＤ  □ＦＲＬ－２２０ＣＤ 

  □ＦＲＬ－３００Ｃ  □ＦＲＬ－３７０Ｃ  □ＦＲＬ－４５０Ｃ 

  □ＦＲＬ－３００ＣＤ  □ＦＲＬ－３７０ＣＤ  □ＦＲＬ－４５０ＣＤ 

吐出し圧力 □０．７ＭＰａ  □０．８６ＭＰａ（高圧仕様） 

周波数 □５０Ｈｚ   □６０Ｈｚ 

電源電圧 □２００Ｖ   □２２０／２３０Ｖ（30ｋW、37ｋW、45kW は異電圧仕様） 

□４００Ｖ（異電圧仕様） □４４０Ｖ（異電圧仕様） 

 

輸送中の破損や変形の箇所がないかご確認ください。 

下記の付属品がすべて添付されているかどうかご確認ください。 

 

□取扱説明書（本書・１部） 

□空気取出口バルブ（１個） 

□パネル用キー（１個）、計器パネル用キー（１個） 

□ドレン配管用シール座金、カップリング（各２個） 

□ドレン配管用プラスチックチューブ（φ８ ８ｍ×１本、２ｍ×１本） 

 …シール座金、カップリングは手動ドレンバルブに取り付けて使用します。 

□アンカーステー（４枚）、アンカーステー取付ボルト（８個）、アンカーボルト Ｍ１６×８本 

 …床に固定する際にご使用ください。 

 

４.２ 運搬、移動時のご注意 

４.２.１ フォークリフトによる運搬の場合 

コンプレッサの正面、裏面ドアを取り外して、フォークリフト用運搬穴をご利用ください。 

フォークリフトの爪でパネルを突かないようにご注意ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図４.１ フォークリフトによる運搬 

フォークリフト用

運搬穴 
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４.２.２ クレーン等による運搬の場合 

図４.２のようにフォークリフト用運搬穴を利用し、ナイロンスリングなどを使ってコンプレッサを 

吊り上げてください。 

 

重要 
 ナイロンスリングを使って吊り上げる場合は、パネルの変形･キズからの保護のために当て物、 

張り木等を使用してください。 
 

 警告
 

落下事故に注意 
■ 吊り上げに使うナイロンスリングは、コンプレッサの質量に十分耐えられるものを使用し、 

コンプレッサの重心位置を考慮してバランスよく吊り上げてください。 

■ 重心位置は外形寸法図（3.5 項）にてご確認ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図４.２ クレーン等による運搬 

 

当て物 張り木 
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４.３ 据付時のご注意 

４.３.１ 据付時のご注意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 輸送用の木枠を取り外して水平な床（コンクリート床を推奨）に直置きしてください。適切なメンテナンスス

ペースを確保してください。コンプレッサの左面、背面に吸気口が設けられておりますので、コンプレッサの

周囲に物を置かないでください。詳細は４．３．２項を参照ください。 

② コンプレッサの圧縮空気吐出口に付属のバルブを取り付けてください。また、吐出バルブ付近にドレン抜き

用のサービスバルブを設置してください。コンプレッサの吐出バルブに直接配管する場合は、点検・整備で

配管を取り外すことを考慮しユニオンまたはフランジを取り付けてください。詳細は４．４項を参照ください。 

③ 吐出し空気配管は配管の抵抗による圧力損失、将来の増設を考慮して配管径、長さを決めてください。詳

細は４.４項を参照ください。 

④ 適切な空気タンクを必ず設置してください。また、ラインフィルタなど圧損を生じるものは空気タンクの２次

側に設置してください。詳細は４.４項を参照ください。 

⑤ ドレン配管をドレン受けに配管してください。詳細は４.４項を参照ください。 

⑥ 適切な換気を行ってください。換気扇のほかに給気口も設けてください。詳細は４.５項を参照ください。 

⑦ 適切な電気配線を行ってください。詳細は４.６項を参照ください。 

⑧ 製品付属のアンカーステーを使用する場合、アンカーボルトも付属品を使用してください。付属以外のもの

を使用すると、扉が開かなくなります。 

ユニオン、またはフランジ取付 

（４．４．１項参照） 

サービスバルブ

取付 
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重要 
 安全にご使用いただくために、下記のような屋内に設置してください。 

 爆発性、引火性ガスや有機溶剤などの可燃物のない場所 

可燃物の近くは爆発、発火事故の原因となります。 

 日光や雨、雪が直接当たらなく、近くに熱源のない場所 

熱源の近くは設置周囲温度の上昇の原因となります。 

 明るく十分なスペースがあり、周囲に危険のない場所 

 風通し（換気）が良く、きれいな空気が吸い込める場所 

風通しの悪い場所は排熱が蓄積され性能低下や寿命低下、故障の原因となります。 

コンプレッサの給排気口を塞がないようにしてください。 

 コンプレッサの設置周囲温度はドレン水の凍結予防のため、2℃～40℃としてください。 

 湿気やゴミ、ほこりの少ない場所 

湿気が多いと漏電、発錆、故障の原因となります。また、鉄粉、石粉、研磨かす、木屑などを 

吸い込むと、吸込フィルタやクーラが早期に目詰まり性能低下や寿命低下、故障の原因となります。 

 水平で基礎がしっかりしている場所 

床面に直接設置してください。 

設置状態が不安定ですと振動や騒音が大きくなり、故障の原因となります。 

 コンプレッサを床に固定する場合は、製品に付属する付属のアンカーボルトを使用してください。 

付属以外のものを使用すると扉が開かなくなります。 

 排気風が循環しないようにしてください。 

天井が低い場合は排気風を吸い込み、過熱停止する場合があります。排気風が循環しないように 

ダクトを設置するなど、適切な排気の処置を行ってください。 

 コンプレッサを架台に載せる場合は、当社までお問い合わせください。 

 製品運搬用の木枠に載せたまま使用しないでください。 

 

 警告 

 爆発性、引火性ガス（アセチレン、プロパンなど）や有機溶剤などの可燃物のない場所に 

設置してください。 

 爆発、発火事故の原因となります。 

 

４.３.２ 設置スペースについて 

保守・点検作業が容易にできるように、適切な設置スペースを確保してください。 

コンプレッサの正常な機能を確保すると共に整備を行う上で最低限必要な空間です。設置の際は、 

下記の図に示す数値以上のスペースを確保してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1m 以上 1m 以上 

1
m

以
上

 
1
m

以
上

 

※コンプレッサの上部は、1200mm 以上の間隔を確保してください。 
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４.４ 配管時のご注意 

４.４.１ 空気配管について 

1) 吐出し空気配管は、配管の抵抗による圧力損失、将来の増設を考慮して配管径、長さを決めてください。

管径は大きくし、急な曲がりを避けるようにしてください。 

 

 許容圧力損失をΔＰ（MPa）としたときの配管長さ（曲がり等がある時は、直管に換算）は次式で求める

ことができます。配管長さを求めるときの参考にご使用ください。 
 ΔＰは通常 0.01 MPa 以下を推奨いたします。 

 

 

 

 

ここで、 L：配管長さ(m)  ΔP：許容最大圧力損失(MPa） 

  ｄ：配管の内径(mm) p：コンプレッサ出口の(MPa） 

  Qc：コンプレッサの吐出し空気量（大気圧換算値）(m3/min) 

 

2) 主管より分岐管をとる場合、温度降下によるドレン水の流入を防ぐため、必ず主管の上から分岐管を結ん

でください。 

3) ドレン水が配管内に溜まらないように、主管は末端に向かい 1/100 程度下がる勾配をもたせてください。 

Ｕ字状に湾曲する配管や立ち上がり配管がある場合は、必ず下部にドレン抜きを設けてください。 

4) コンプレッサの吐出バルブに直接配管する場合は、点検・整備で配管を取り外すことを考慮して、 

ユニオンまたはフランジを取り付けてください。接続例は図４.３をご参照ください。 

5) コンプレッサ出口には、ドレン抜きや点検整備時の空気抜きに使用するサービスバルブを設けて 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４.３ サービスバルブの接続例 

 

 

 

 

 

 

フランジ接続（例） ユニオン接続（例） 
サービスバルブ 

ユニオン 

フランジ 
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４.４.２ 空気タンクの設置 

1) 空気タンクを必ず設置してください。空気タンク容量は下記の表によります。 

 

機 種 タンク容量 

ＦＲＬ－１５０Ｃ，１５０ＣＤ ４００リットル 

ＦＲＬ－２２０Ｃ，２２０ＣＤ ６００リットル 

ＦＲＬ－３００Ｃ，３００ＣＤ ６００リットル 

ＦＲＬ－３７０Ｃ，３７０ＣＤ １０００リットル 

ＦＲＬ－４５０Ｃ，４５０ＣＤ １５００リットル 

 

2) コンプレッサと空気タンクの間には逆止弁、フィルタなどを入れないでください。 

3) 別置ドライヤを設置する場合は、空気タンクの後に接続してください。 

 

ご注意 
 本機は段階制御方式ですので、必ず空気タンクを使用してください。 

 空気タンクを使用することで、機械の寿命を延ばし、かつ電力費を節約することができます。 

 

４.４.３ ドレン配管について 

1) ドレン配管をドレン受け等に配管してください。 

コンプレッサ左側面パネル下側に自動ドレン･手動ドレンの５ヵ所（ドライヤ一体形は７ヶ所）のドレン 

排出口があります。ドレン排出部の詳細は、3.5 項 外形寸法図を参照ください。 

2) 自動ドレンの配管は高く上げたり塞いだりしないでください。また、圧縮空気と共に排出される方式の 

ドレン排出器と同一の配管に接続しないでください。ドレンの逆流や排出不良の原因となります。 

3) ドレン配管に圧力がかからないように空気抜きを設けてください。また、ドレン水は自然落下するように 

適切な勾配を設けて設置してください。 

 

お願い 
 本機はオイルフリーコンプレッサであるためドレンに油分は含まれませんが、ご使用の環境に 

よっては空気中の油分を吸い込み、濃縮されて油分がドレンに混入します。 

 ドレンは直接公共下水に流さず、公害にならないように適切に処理してください。 
 

ご注意 
 ブリーザ用ドレン出口にはドレン配管を接続しないでください。 

 ドレン配管を接続した場合、他のドレン出口から加圧されたドレンが逆流し、故障の原因と 

なります。 

 

重要 
 ドレンチューブの先端が塞がれていたり、潰れていると排出不良を起こします。試運転時に必ず 

作動確認を行ない、正常に排水されることを確認してください。 

 付属品以外のチューブを使用する場合は特にご注意ください。 
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４.５ 換気についてのご注意 

コンプレッサの性能を十分に発揮し、寿命を延ばすためには据え付け場所の適切な換気が必要です。

次に説明するいずれかの方法で換気を行ってください。 

 

重要 
 運転中のコンプレッサ周囲温度が常に 2℃～40℃の範囲に入るように、必要に応じて据え付け場所の 

換気を行ってください。 

 周囲温度が 40℃を超える環境で運転を続けますと、寿命低下や故障の原因となります。 

 周囲温度が 2℃を下回りますと、配管中のドレンの凍結により故障が発生する場合があります。 

 

４.５.１ 全体換気の場合 

1) 全体換気の場合、室内上昇温度を 5℃に抑えるために必要な換気量は下記のようになります。 

2) この数値は、排気側の抵抗が無い場合を示しています。換気扇の選定にあたっては、下表の風量以上の

ものを選定してください。全体換気の概略は図４.４をご参照ください。 

 

表４.１ 換気風量（全体所換気） 

   形式 

項目 

FRL- 

150C 

FRL- 

150CD 

FRL- 

220C 

FRL- 

220CD 

FRL- 

300C 

FRL- 

300CD 

FRL- 

370C 

FRL- 

370CD 

FRL- 

450C 

FRL- 

450CD 

換気風量 

(m3/min) 
200 225 290 328 375 413 460 498 570 610 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４.４ 全体換気 

 

3) 換気扇は、据え付け場所の吸気口の位置とコンプレッサの吸／排気口の向きを考慮して、 

排気風が再循環しない位置に取り付けてください。 

4) 据え付け場所の吸気口部の流速は、５m/sec 以下としてください。 
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４.５.２ 局所換気の場合 

1) 局所換気①（排気ダクトを取り付ける）の場合は、ダクトの圧損をできるだけ少なくする配慮をしてください。

排気ダクトの圧損を表４.３の換気風量 B で算出して排気ダクトの圧損が３０Pa｛３mmAq｝ 

以下の場合は、換気扇は必要ありません。 

2) ドライヤ一体形の場合は、ドライヤの排気口に排気ダクトを設けずに全体換気としてください。 

図４.５をご参照ください。換気扇の選定にあたっては、表４.２の換気風量 A 以上のものを選定 

してください。 

 

表４.２ 換気風量（局所換気①） 

    形式 

項目 

FRL- 

150C 

FRL- 

150CD 

FRL- 

220C 

FRL- 

220CD 

FRL- 

300C 

FRL- 

300CD 

FRL- 

370C 

FRL- 

370CD 

FRL- 

450C 

FRL- 

450CD 

換気風量 A 

(m3/min) 
- 25 - 38 - 38 - 38 - 40 

換気風量 B 

50Hz/60Hz 

(m3/min) 

54/78 106/117 157/180 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４.５ 局所換気① 

 

重要 
 コンプレッサの点検・整備が容易にできるように、排気ダクトは取り外し可能にしてください。 

 排気ダクトに換気扇を取り付けない場合は、コンプレッサの天井と排気ダクトは隙間を開けないで 

ください。（図４.５ 局所換気①） 
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3) 排気ダクトの圧損が３０Pa｛３mmAq｝以上の場合は、排気ダクトの出口部に換気扇を取り付けて 

ください。圧損の計算は下記風量（ドライヤなし形）にて計算してください。図４.６をご参照ください。 

4) 換気扇は、下記の風量以上のものを選定し、静圧は排気ダクトの圧損にほぼ等しくなるような 

性能のものを選定してください。 

 

表４.３ 換気風量（局所換気②） 

    形式 

項目 

FRL- 

150C 

FRL- 

150CD 

FRL- 

220C 

FRL- 

220CD 

FRL- 

300C 

FRL- 

300CD 

FRL- 

370C 

FRL- 

370CD 

FRL- 

450C 

FRL- 

450CD 

換気風量 

(m3/min) 
114 141 114 152 120 177 126 179 144 198 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４.６ 局所換気② 

 

重要 
 排気ダクトに換気扇を取り付ける場合は、コンプレッサの天井と排気ダクトは 700～800mm の隙間を 

開けてください。（図４.６ 局所換気②） 
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４.６ 電源配線 

警告 
有資格者に依頼 
■ 電気配線工事は、電気工事士または電気工事店に依頼してください。 

■ 不適当な工事は、感電事故や火災事故の原因となります。 

警告 
適切な工事の実施 
■ 配線工事は「電気設備に関する通商産業省令」および「内線規定」に準拠すると共に 

地域の電力会社等の指導に従ってください。 

■ 不適切な工事は火災事故の原因となる場合があります。 

警告 
ヒューズ式開閉器の使用禁止 
■ 建物側スイッチは必ず漏電遮断器をご使用ください。鉄箱開閉器やカバー付きナイフ 

スイッチなどのヒューズ式の保護スイッチは使用しないでください。 

■ 十分なモータ保護ができないため、感電、火災事故の原因になります。 

警告 
アース工事の実施 
■ 感電事故防止・誤動作防止のため、適切なアース工事を必ず行ってください。 

■ 接地工事は、接地抵抗 100Ω以下の D 種接地としてください。 

警告 
電源遮断 
■ 配線・点検作業などで計器パネルを開ける場合は、必ず漏電遮断器（建物側スイッチ）を 

切ってください。感電事故の原因となります。 

 

重要 
 電源・アース線の接続は、必ず圧着端子を使用してください。 
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４.６.１ 電源設備について 

電源トランス容量・配線太さ、ブレーカ容量は下記の通りです。 

表４.４ 電源トランス容量、配線太さ、ブレーカ容量 

 
FRL-150C 

FRL-150CD 

FRL-220C 

FRL-220CD 

FRL-300C 

FRL-300CD 

FRL-370C 

FRL-370CD 

FRL-450C 

FRL-450CD 

電源トランス容量 30kVA 以上 50kVA 以上 75kVA 以上 100kVA 以上 

配線太さ 
電源線 22mm2 38mm2 60mm2 100mm2 

アース線 5.5mm2 8mm2 14mm2 22mm2 

ブレーカ 

容量 

フレーム １２５ ２２５（富士電機は２５０） ４００ 

定格 １００ １５０（１２５） １７５ ２２５ ２５０ 

ブレーカ 

推奨機種 

三菱電機 NV125-SV NV250-SV NV400-SW 

富士電機 EW125JAG EW250JAG EW400SAG 

電源端子ネジサイズ M6 M8 M10 

アース端子ネジサイズ M10 

圧着端子 

呼び 

電源線 R22-6 R38-8 R60-8 R100-10 

アース線 R5.5-10 R8-10 R14-10 R22-10 

1) ２００Ｖ仕様の配線太さ、ブレーカ容量を示しています。 

2) 電源線の太さは、「内線規定」に基づき CV 電線（3 本以内）を電線管等に納めた場合を想定して選定 

しています。配線距離は２０ｍ以内の場合です。 

3) アース線の太さは「内線規定」に基づきブレーカのフレーム容量より選定しています。 

4) 圧着端子は表の端子ネジサイズと、ご使用になる配線の太さから適切なものをご手配ください。丸形 

圧着端子をご使用ください。 

5) ブレーカは必ず汎用品をご使用ください。起動時の突入電流が大きいため、経済品では不要動作する 

おそれがあります。 

6) ２２ｋＷのブレーカ定格容量はブレーカメーカーの選定に従っています。１２５Ａをご使用いただいても 

問題ありません。ただし、フレームサイズは選定のものをご使用ください。 

 

４.６.２ アースの施工について 

1) アース配線は他の機器と共用とはせず、単独配線として施工してください。 

2) アース配線を建物の柱や水道管などに接続しないでください。十分な効果が得られません。 

3) インバータ等、ノイズを発生する機器が近くにある場合は、アース配線をノイズが発生する機器とは共用

せず、別回路としてアース線を介してノイズが流入しない施工としてください。 

 

４.６.３ 配線の手順 

1) 裏ドアを開けて、端子箱カバーを止めているボルト 4 本を取り外してください。 

2) 電源線を通線穴より通線してください。 

3) 電源線（L1、L2、L3 の 3 相）を端子台に圧着端子を用いて接続してください。 

4) アース線は外側通線口から始動器セット通線口に通線し、始動器セット内の天井部にあるアース端子に 

接続してください。 
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図４.７ 始動器セット （ＦＲＬ－４５０ＣＤ） 

 

E1 ：エレクトロニコン F1/F2 ：ヒューズ（制御回路用） 

Q15 ：サーキットブレーカ（冷却ファンモータ用） K22 ：始動用電磁接触器（スター） 

Ｓ３ ：非常停止スイッチ K23 ：運転用電磁接触器（デルタ） 

ｉｏ２ ：Ｉ／Ｏ拡張モジュール K21 ：電源用電磁接触器（ライン） 

K11 ：ドライヤ用電磁接触器 F21 ：サーマルリレー（コンプレッサモータ用） 

 （ドライヤ一体形のみ） T1 ：トランス 

F8/F9 ：ヒューズ（ドライヤ一体形のみ） F4～F6 ：ヒューズ 

    

X103 遠隔非常停止入力コネクタ 1×3 ：アース端子台 

X108 遠隔操作入力コネクタ 1×0 ：電源端子台 

X117 外部信号出力コネクタ   

E1 

K11 

F8/F9 

Q15 F1/F2 

（K22 右側） 

T1 

(F4～F6) 

F21 K21 K23 

K22 

io2 

S3 

X103 X108 X117 

外部入出力端子（コネクタ） 

1X0 

(電源端子台) 

電源通線口 

電源端子台（セット裏側） 

1X3 

(アース端子台) 
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４.７ 外部入力信号（遠隔操作）・外部出力信号の配線について 

４.７.１ 遠隔操作スイッチの接続 

1) ４．８項の電気回路図を参照し、Ｘ１０８コネクタの線番３０（１番ピン）と線番３３(２番ピン)に自己保持形の 

スイッチを取り付けてください。 

2) Ｘ１０８コネクタの線番３０（１番ピン）と線番３４(３番ピン)は短絡してください。 

3) 配線太さは 0.75mm2～1.25mm2 をご使用ください。スイッチまでの配線が 1.25mm2 以上の場合は 

コンプレッサ内部に中継端子台を設けて、配線サイズを細くして接続してください。 

 

重要 
 遠隔操作を行う場合は制御モードの切換を行ってください。詳細は 8.4.4 項を参照ください。 
 遠隔操作を有効にした場合は、手元操作（エレクトロニコンＭＫ５の始動／停止ボタン）によるコンプレッサ

の運転･停止操作はできません。 
 遠隔負荷／無負荷入力（線番 30-34 間）は必ず短絡してください。この回路を短絡しないとコンプレッサは

自動運転を行いません。 
 遠隔操作でコンプレッサを起動する場合は、コンプレッサへ通電後３５秒以上間隔をあけてから起動信号

を入れてください。 
 エレクトロニコンのデジタル回路共通線（線番 30）はアースに接続しないでください。電源のプラス側が 

供給されているため、回路短絡による故障の原因になります。 
 

４.７.２ 外部信号出力の接続 

1) コンプレッサの運転状態を外部信号として取り出すことが可能です。出力条件は下記の通りです。 

2) 一括警報、一括異常停止接点は正常時に接点閉、異常時接点に開という動作をします。正常時に 

接点開とする場合は、リレーを追加してご使用ください。 

名 称 端子番号 配線番号 接点動作 

一括異常停止 Ｘ１１７ １－２ １０３－１０４ 正常時 接点閉，異常停止時 接点開 

モータ運転信号 Ｘ１１７ ３－４ １０９－１１０ モータ運転時 接点閉 

自動運転 Ｘ１１７ ５－６ １０７－１０８ 自動運転時  接点閉 

一括異常警報 Ｘ１１７ ７－８ １０５－１０６ 正常時 接点閉，警報時 接点開 

負荷運転信号 Ｘ１１７ ９－１０ １１１－１１２ 負荷運転時  接点閉 
 

ご注意 
 電源投入から３５秒間はエレクトロニコンが自己診断を行っているため、一括異常警報、一括異常停止の

各接点は開いたままになります。機能などに異常がないことが確認されると接点が閉じます。 
 

４.７.３ 配線例 

1) 右の写真（図４.８）を参照して遠隔操作の 

配線を行ってください。 

2) コネクタに接続可能な電線は 0.75～2.0mm2 

までのより線が使用可能です。より線は 

ハンダ付け不要です。 

3) 結線作業にはドライバーまたは専用工具を 

用いて作業してください。 

4) X108-1 番ピン（線番 30）は 2 本接続します。

短絡線に 0.5～1.25mm2 程度の KIV 線を使用

するか、閉端接続子等を用いて１本にまとめ

て接続してください。 

X103 X108 X117 

短絡線 

遠隔操作配線 

配線を２本入れて

ください。 

図４.８ 外部入出力信号の配線例 
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４.８ 電気回路図 

４.８.１ ＦＲＬ－１５０Ｃ，２２０Ｃ，３００Ｃ，３７０Ｃ，４５０Ｃ（ドライヤなし形） 
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４.８.２ ＦＲＬ－１５０ＣＤ（ドライヤ一体形） 
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４.８.３ ＦＲＬ－２２０ＣＤ，３００ＣＤ，３７０ＣＤ，４５０ＣＤ（ドライヤ一体形） 
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５. 試運転 

５.１ 運転前の準備 

1) 正面・裏面パネルを開いてください。 

2) ギアケーシング、コンプレッサモータ、インタークーラに取り付けられている輸送用固定ボルト（赤色）を 

緩めて輸送用固定スペーサ（赤色）を外してください。（計 6 箇所） 

3) セット上部に取り付けられている、扉の外れ止め金具(赤色)を外してください。（前後 2 箇所、計 4 箇所） 

4) オイル量を油量計(図５.１-SG)でご確認ください。液面が油量計の下限を上回っていればオイル量は適量

です。下回っている場合は、専用ギアオイルを給油口（図５.１-FC）から補給してください。 

5) 計器パネルを開けて電源・アース線が確実に配線されているかご確認ください。 

6) 電源電圧、容量をご確認のうえ、計器パネルを閉じて漏電遮断器（建物側スイッチ）を投入してください。 

7) エレクトロニコンの電源ランプ（図３.３-5）が点灯しメイン画面が表示されることをご確認ください。 

 

 

 

図５.１ 輸送用固定金具（ギアケーシングとコンプレッサモータ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図５.２ 輸送用固定金具（インタークーラ）     図５.３ 扉外れ止め金具 

 

 

1 ：輸送用固定金具（ボルト） 2 ：輸送用固定金具（スペーサ） 

ＳＧ ：サイトグラス ＦＣ ：注油口 

1 

2 

2 

1 

1 

2 

1 

FC 

SG 

ボルトを緩めて

金具を外し、 

再度締め付け

てください。 
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手動無負荷アイコン 

（手動無負荷運転中） 

重要 
 輸送用固定具は、必ず取り外してください。取り外さないまま運転すると騒音・振動が大きくなり、 

故障の原因となります。 

警告 
電源遮断 
■ 配線・点検作業などで計器パネルを開ける場合は、必ず漏電遮断器（建物側スイッチ）を 

切ってください。感電事故の原因となります。 

 

５.２ 回転方向の確認 

1) エレクトロニコンの始動ボタン（図３.３-7）を押してコンプレッサを運転させてすぐに停止ボタン（図３.３-6）を

押してコンプレッサを停止させてください。 

2) コンプレッサモータが停止する間にカップリングの回転方向を確認してください。 

3) 回転方向がコンプレッサモータ固定フランジの回転方向矢印と同じ回転方向か確認してください。 

4) コンプレッサモータが逆回転で運転した場合は、コンプレッサは油圧異常により異常停止します。この時、

警報・異常 LED は点滅します。漏電遮断器（建物側スイッチ）を切り、電源配線の L1 相と L3 相を入れ 

換えてください。（電源端子台で入れ換えてください。） 

5) 冷却ファンモータは工場出荷時に正しい回転方向で回転するように配線されているので結線替えは不要

です。回転方向は冷却ファンの回転方向銘板（矢印）により確認できます。 

５.３ 始動 

1) 空気取出口バルブ（図３.１-AV）を全開にしてください。 

2) 手動ドレンバルブ（手動ドレン排出口）を全閉にしてください。 

3) エレクトロニコンの始動ボタンを押してください。コンプレッサが起動し、運転ランプ（図３.３-4）が 

点灯します。 

５.４ 制御の確認 

1) 空気取出口バルブを徐々に閉じてください。吐出し圧力が上昇します。吐出し圧力はメイン画面上で 

確認できます。 

2) 吐出し圧力が無負荷圧力に到達すると、コンプレッサは、無負荷運転に切り換わります。 

3) 空気取出口バルブを完全に閉じ無負荷運転がしばらく継続すると、コンプレッサは自動的に停止します。

（ドライヤ一体形は、ドライヤは停止せずに運転を継続します） 

4) 空気取出口バルブを徐々に開いてください。吐出し圧力が下降します。 

5) 圧力表示が負荷圧力値に近づくと、コンプレッサは、自動的に 

起動して負荷運転に切り替わります。 

6) コンプレッサを手動無負荷に切り換えてください。メイン画面を

左にスワイプしてクイックアクセス画面を表示させ、「手動無負

荷」のアイコンをタップしてください。運転ランプが消灯し、コンプ

レッサが無負荷運転することを確認してください。 

7) もう一度「手動無負荷」のアイコンをタップすると自動運転ランプ

が点灯し、コンプレッサが再び自動運転を行います。 

8) しばらく負荷運転させて異常な音や振動、圧縮空気やオイルの漏れがないかご確認ください。 
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５.５ 電子ドレンバルブの確認 

1) 電子ドレンバルブ（図５.４-EWD1/EWD2/EWD3）のテストボタン（図５.４-1）を押して、電子ドレンバルブが 

動作してドレン水が正常に排水されることを確認してください。 

2) バルブが作動すると、電磁弁作動ランプ（図５.４-３）が点灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EWD1 電子ドレンバルブ（インタークーラ） EWD2 電子ドレンバルブ（アフタークーラ） 

EWD3 電子ドレンバルブ（冷凍式エアドライヤ） 1 テストボタン 

２ 電源ランプ（通電時点灯） ３ 電磁弁作動ランプ 

４ 警報ランプ（異常時点灯） ５ タイマーランプ 

 

重要 
 ドレンチューブの先端が塞がれていたり、潰れていると排出不良を起こします。試運転時に必ず 

作動確認を行ない、正常に排水されることを確認してください。 
 付属品以外のチューブを使用する場合は特にご注意ください。 

５.６ 停止 

1) エレクトロニコンの停止ボタン（図３.３-6）を押してください。運転ランプが消灯します。負荷運転中に 

停止ボタンを押した場合は、すぐに停止せず 30 秒間無負荷運転を行ったあと停止します。 

2) 無負荷運転中に停止ボタンを押した場合は、無負荷運転が 30 秒経過していればすぐに停止します。 

3) コンプレッサ停止後、漏電遮断器（建物側スイッチ）を切ってください。 

4) 手動ドレンプラグを全開にし、ドレンを排出してください。 

5) 以上で試運転は終了です。正面・裏面ドアを閉めてください。 

１ 

2 3 

4 EWD3(B5) 

(エアドライヤ) 

EWD1(B1) 

(インタークーラ) 
EWD2(B2) 

(アフタークーラ) 

FRL-150CD のみ 
１ 

5 

2 

タイマーランプは排水が正常に行われな

い場合に点灯し、ドレンバルブ内の水が

完全に排水されると消灯します。 

消灯しない場合は、ドレン配管、電子ドレ

ンバルブの点検を行ってください。 

図５.４ 電子ドレンバルブ 
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６. 通常の取り扱い 

６.１ 始動前の確認 

1) 正面パネルを取り外して、オイル量を油量計（図５.１-SG）でご確認ください。液面が油量計の中央を上回

っていればオイル量は適量です。下回っている場合は、給油口（図５.１-FC）より専用ギアオイルを補給し

てください。 

2) 空気取出口バルブ（図３.１-AV）を全開にしてください。 

3) 手動ドレンバルブ（手動ドレン排出口）を全閉にしてください。 

4) 正面パネルを取り付けてください。 

６.２ 始動の確認 

1) 漏電遮断器（建物側スイッチ）を投入してください。エレクトロニコンの電源ランプ（図３.３-5）が点灯するこ

とをご確認ください。タッチスクリーン（図３.３-1）上にメイン画面が表示されます。 

2) エレクトロニコンの始動ボタン（図３.３-7）を押してください。コンプレッサが始動し運転ランプ（図３.３-4）が 

点灯します。 

3) 始動から 10 秒後、スター運転からデルタ運転に切り換わり、冷却ファンが起動します。 

4) デルタ運転に切り換わってから 5 秒後に負荷運転に切り換わります。 

６.３ 運転中の確認 

1) メイン画面のタッチスクリーン上に現在の圧力を表示します。 

2) メニューボタンをタップしてメニュー画面を表示させて、データアイコンをタップすると、コンプレッサの 

運転状態を確認することができます。詳細は８章を参照ください。 

3) 巻末の運転日誌に運転状態を記入して、日常管理にお役立てください。 

4) 警報ランプ（図３.３-2）が点灯または点滅している場合は、コンプレッサに異常警報・異常停止を発報して 

います。アラームアイコンをタップすると異常内容を表示するので、内容を確認し適切な処置を行って 

ください。要因調査と処置は第１０章を参照ください。 

 警告
 

運転中にコンプレッサ内部接触禁止 
■ 本機は、使用空気量に合わせて自動的に運転・停止を行います。 

■ 点検などにより運転状態でコンプレッサのパネルを取り外したり、電装パネルを開ける場合は 

コンプレッサ内部や電装品に手を触れないでください。 

■ 感電事故のおそれや冷却ファンに手が巻き込まれるおそれがあります。 

 

 警告
 

作業前に圧力を抜く 
■ 点検・保守を行う場合は、コンプレッサを停止させた後、必ず漏電遮断器（建物側スイッチ）を切

り、非常停止スイッチを押してからコンプレッサ内部の圧力を抜いてください。 

■ 部品が飛散して火傷やケガの恐れがあります。 
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手動無負荷アイコン 

（運転中のみ表示） 

６.４ 手動制御 

1) 通常コンプレッサは自動運転しています。必要に応じて手動で 

コンプレッサを無負荷運転にできます。 

2) この時自動運転は解除され、コンプレッサは再度手動で負荷運

転に切り換えない限り無負荷運転を継続します。 

 

６.４.１ 手動無負荷運転への切換え 

1) メイン画面を左にスワイプしてクイックアクセス画面を 

表示させて、「手動無負荷」のアイコンをタップしてください。 

2) 運転ランプが消灯し、コンプレッサが無負荷運転に 

切り換わります。 

６.４.２ 自動運転への切換え 

1) クイックアクセス画面を表示させて、「手動無負荷」のアイコンを 

タップすると、運転ランプが点灯し、コンプレッサが再び 

負荷運転に切り換わります。 

2) この操作は強制的に負荷運転に切り換える機能ではなく、コンプ

レッサの制御を手動無負荷運転から 

自動運転に切り換える機能です。 

3) 自動運転への切換え後は、コンプレッサは再び配管圧力に応じて自動運転します。 

６.４.３ 始動制限機能 

1) コンプレッサが自動停止または手動停止した場合は、コンプレッサモータ保護のため最小停止時間で 

設定された時間はコンプレッサの始動はできません。 

2) 標準では２０秒に設定されています。 

６.５ 停止 

1) エレクトロニコンの停止ボタン（図３.３-6）を押してください。運転ランプが消灯し、コンプレッサは無負荷運

転に切り換わります。負荷運転中に停止ボタンを押した場合は、機械の冷却のためにすぐに停止せず 30

秒間無負荷運転を行ったあと停止します。 

2) 手動ドレンバルブ（手動ドレン排出口）を開いて、水分離器内部に残ったドレンを排出してください。 

3) コンプレッサ停止後、空気取出口バルブ（図３.１-AV）を全閉にし、漏電遮断器（建物側スイッチ）を切って 

ください。ただし、週間プログラムタイマによる自動運転を行なう場合は、漏電遮断器（建物側スイッチ）は

切らないでください。 

 

重要 
 非常停止スイッチは、緊急時のみに使用してください。 
 通常時の停止は、必ず停止ボタンを使用してください。故障の原因となります。 

 

６.６ 据え付け後の保管方法 

1) コンプレッサを長期間運転しない場合は、１週間に１回３０分程度は運転させて負荷、無負荷運転を 

数回繰り返すようにしてください。 

2) コンプレッサを長期間運転できない場合は、販売店、または当社支店までご相談ください。 
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７. 構造と各部の名称 

７.１ コンプレッサの構造 

７.１.１ 空気の流れ（図７.１） 

吸込フィルタ(AF)から取り込まれた空気は、吸込閉鎖弁（UA）を通りエレメント 1(低圧側圧縮機本体・El)

で圧縮されて、インタークーラ(Ci)に流れ込みます。 

ここで冷やされた圧縮空気は、エレメント 2(高圧側圧縮機本体・Eh)でさらに圧縮され脈動ダンパ(PD)を

通り、アフタークーラ(Ca)に流れ込みます。 

無負荷運転に切り替わると脈動ダンパとエレメント 2(高圧側圧縮機本体・Eh)に溜まった圧縮空気を放

気サイレンサより放気します。また、脈動ダンパの後に逆止弁(CV)が設けられており、無負荷時の圧

縮空気の逆流を防止します。 

インタークーラおよびアフタークーラで発生した水分は、電子ドレンバルブ(EWDi/EWDa)より排出されま

す。 

 

７.１.２ オイルの流れ（図７.１） 

オイルの循環は、駆動軸に直結されたオイルポンプ(OP)によって行います。 

ギアケーシングのオイル溜めからオイルクーラ(Co)・オイルフィルタ(OF)を通り、軸受とタイミングギアに

噴射され、再びギアケーシングのオイル溜めに回収されます。 

オイルの圧力が、上昇し設定値を超えるとバイパスバルブが開きます。 

バイパスバルブは、オイルフィルタハウジングの手前に設けられております。 

 

７.１.３ 冷却システム（図７.１） 

圧縮空気及びオイルの冷却のためインタークーラ(Ci)、アフタークーラ(Ca)とオイルクーラ(Co)が装備さ

れています。冷却ファン(FN1)により冷却されます。 

 

７.１.４ 負荷・無負荷システム 

1) 負荷運転時（図７.１） 

吐出し圧力が負荷圧力まで下降すると電磁弁が励磁されて、制御圧力がインタークーラ(Ci)から電磁

弁を経由して吸込閉鎖弁(UA)に供給されます。 

制御圧力により吸込弁板が開きます。 

空気の圧縮が開始されコンプレッサが負荷運転を始めます。 

 

2) 無負荷運転時 

空気消費量が減少し吐出し圧力が無負荷圧力に達すると、電磁弁が消磁され制御圧力は、電磁弁か

ら大気に放気されます。バネの力により吸込弁板が閉じます。 

空気の圧縮が停止しコンプレッサは無負荷運転になります。 
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７.２ 冷凍式エアドライヤの構造 

７.２.１ 圧縮空気回路（図７.１） 

圧縮空気は、熱交換器（1）で吐出される乾燥・冷却された空気と熱交換を行います。 

この時、圧縮空気中の水分が凝縮され始めます。 

エバポレータ(2)は、ドライヤ冷媒と圧縮空気との熱交換を行います。 

圧縮空気が、エバポレータを通過すると圧縮空気の熱が更に奪われます。 

エバポレータで圧縮空気を 10℃以下まで冷却することで、圧縮空気中の水分は更に凝縮されます。 

冷えた空気は、ドライヤ内部に設けられた水分離器（3）を通り、空気と凝縮した水分が分離されます。

水分は、ドレンとして電子ドレンバルブ（4）から排出されます。 

乾燥・冷却された空気は、熱交換器に再び流れ、ドライヤに入ってくる暖かい空気と熱交換されます。 

 

７.２.２ 冷媒回路（図７.１） 

冷媒用コンプレッサ（M3）によって冷媒は高圧の冷媒ガスとなり、コンデンサ(6)に供給されます。 

コンデンサを通過すると、冷媒は冷却され凝縮します。 

液体となった液冷媒は、フィルタ(7)から温度式膨張弁(8)を通りエバポレータ（2）に供給されます。 

高圧の液冷媒は温度式膨張弁で減圧されて、低圧の冷たい湿り蒸気（冷媒ガス）の状態となってエバ

ポレータに入ります。冷媒ガスはエバポレータ内で圧縮空気の熱を奪い、蒸発します。 

エバポレータで暖められた冷媒は、リキッドセパレータ(9)を経由して冷媒用コンプレッサに戻ります。 




